
行政と公共交通機関が連携して、減災を目指す！

円山川では、水防災意識社会の再構築を目的に関係機関が連携する｢円山川大規模
氾濫に関する減災対策協議会｣が8年目を迎え、各機関の取組状況及び取組予定を共
有する他、意見交換を行いました。

【問い合わせ先】 国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 流域治水課
〒668-0025 兵庫県豊岡市幸町10-3 TEL 0796-22-3126（代表）

R5.7.12

豊岡河川国道事務所

【概要】
■日  時： 令和５年７月１２日（水）

 １３：１５～１５：００
■場  所： 豊岡市役所 ２階 大会議室
■参加機関名： 豊岡市、兵庫県但馬県民局、 神戸地方気象台、WILLER TRAINS(株) 、

 全但バス（株）、 豊岡河川国道事務所 
■議  事： ・令和４年度の取組報告及び令和５年度の取組予定の検討について

 ・意見交換

協議会で使用した資料は豊岡河川国道事務所HPにて公表
〈 https://www.kkr.mlit.go.jp/toyooka/jigyo/work/work_05.html 〉

第９回 円山川大規模氾濫に関する減災対策協議会
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意見交換による今後の課題

会議の様子

・第１回協議会において作成した「円山川の防災に係る取組方針に基づいた１０年間のスケジュール」
が令和７年度までのため、令和８年度以降の取組項目の見直し、検討を開始する。

・円山川タイムラインの内容を精査するため、構成機関でタイムラインに基づく災害訓練を実施する。

減災対策協議会の目的

円山川における堤防決壊等に伴う大規模な浸水被害に備え、隣接する自治体や県、国等が連携して
減災のための目標を共有し、ハード・ソフト対策を一体的かつ計画的に推進することにより、社会全体で
常に洪水に備える「水防災意識社会」を再構築することを目的としています。

令和４年度取組報告
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